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呉

市 和 歌 山

２

３

高 松 商

春日部共栄

８

０

６

２

履 正 社

星 稜

０

３

日 章 学 園

習 志 野

２

８

１

３

３

４

明 豊

横 浜 ５

米 子 東

札 幌 大 谷

１

４

２

１

津 田 学 園

龍谷大平安

０

２

盛 岡 大 付

石 岡 一

３

２

９

１

１

０

６

４

山 梨 学 院

札 幌 第 一 ５

筑 陽 学 園

福知山成美

３

２

２

３

広 陵

八戸学院光星

２

０

富 岡 西

東 邦

１

３

２

２

７

明 石 商

国 士 舘

７

１

松 山 聖 陵

大 分

１

４

４

啓 新

桐 蔭 学 園

５

３

熊 本 西

智弁和歌山

２

２

５

４

３

４

２

０

６

⑪

⑪

⑪

⑪

優
勝

東
邦

◇
戦
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の
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跡
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富岡西 打安点振球
③ 坂 本４００１０
⑥ 前 川４００２０
① 浮 橋３１０２１
⑤ 吉 田３２０１１
⑨ 安 藤４１０２０
⑧ 山 崎４２０１０
④ 木 村４１１１０
⑦ 阿 部３００１１
② 粟 田４００００
犠盗失併残―――――
０１２０８ ７１ ３
…………………………
東 邦 打安点振球
⑨ 松 井４１１００
④ 杉 浦３１０２１
① 石 川３１２００
⑥ 熊 田４００００
⑦ 吉 納４００００
③ 長 屋４３０００
⑧ 河 合４２０００
② 成 沢４００２０
⑤ 山 田２１０１０
犠盗失併残―――――
２２０１８ ９３５１

投 手回 打安振球責
浮 橋８ ９５１３

石 川９ ７ ３１

▽二塁打 木村▽犠打
石川、山田▽盗塁
安藤、河合２▽失策
前川、木村▽暴投 浮
橋２▽ボーク 浮橋▽
試合時間 １時間 分
▽審判 (球審)美野
(塁審)西貝、大上、遠
山

１回戦

東 邦 打安点振球
⑨ 松 井６２０１０
④ 杉 浦５１１３１
①５石 川４２２００
⑥ 熊 田４３００１
⑦ 吉 納５２３１０
２ 伊 東０００００
２ 村 北０００００
③ 長 屋５３２００
⑧ 河 合４２２０１
② 成 沢３０１００
Ｈ７坂 上１００００
⑤ 山 田３１１１１
１ 奥 田０００００
１ 植 田０００００
Ｈ 仲 間１００１０
１ 道 崎０００００
犠盗失併残―――――
２７００８ ７４
…………………………
広 陵 打安点振球

⑥ 宗 山４０００１
④ 中 冨４２０１０
⑦ 金 沢２００００
７ 岑 １１００１
③ 中 村４００１０
② 鉤 流３００００
９ 児 玉１００００
⑨２秋 山３１２０１
⑤ 渡 部２１０００
Ｈ５ 新 ２１０００
① 河 野１００００
１ 石 原１１０００
１ 森 １００１０
１ 高 ０００００
Ｈ 村 上１００００
⑧ 藤 井２００００
Ｈ８馬 場２００１０
犠盗失併残―――――
００１１８ ７２４３

投 手回 打安振球責
石 川６ ４２２０
奥 田１ ４１１００
植 田１ ６２０１２
道 崎１ ３０１００

河 野２⅓ ６１３６
石 原４ ６３０３
森 １⅓８４１０３
高 １⅓５０２１０

▽本塁打 石川１号①
(河野)▽三塁打 河
合、杉浦、中冨、秋山
▽二塁打 山田、石原、
吉納、新▽犠打 石川、
成沢▽盗塁 松井、石
川、熊田２、長屋、河
合、山田▽失策 宗山
▽捕逸 秋山▽試合時
間 ２時間 分▽審判
(球審)山口(塁審)北
田、井狩、高畑

２回戦

東邦の石川が投打に活躍した。投げては直球を軸に

毎回の 三振を奪い１失点完投。打っては三回に中犠

飛で先取点をもたらし、松井の左前適時打で勝ち越し

た後の七回は中前適時打を放った。富岡西は右腕・浮

橋が変化球を巧みに使い踏ん張り、六回は木村の右翼

線適時二塁打で追いついたが、畳み掛けられなかった。

東邦が 安打、７盗塁と機動力も使った攻撃で 点

を奪い、大勝した。一回に吉納、長屋の連続適時打で

２点を先制。三回は石川の左中間ソロなど５長短打に

３盗塁も絡めて４点を挙げ、終盤も集中打で加点した。

先発・石川は制球が良く、６回無失点。広陵は先発・

河野ら投手陣が不調で、打線も八回の２点のみだった。

東邦が 安打で快勝した。四回１死一、二塁から成

沢の右中間２点適時二塁打で先制。１点リードの六回

は山田の左中間２点適時二塁打など６長短打を集め、

５点を加えた。石川―奥田の継投で２失点でしのいだ。

筑陽学園は投手陣が変化球を狙われ、集中打を浴びて

大量失点。攻撃も好機を生かせず、後手に回った。

富 岡 西(徳 島)

０００００１０００|１
００１０００２０寴|３

東 邦(愛 知)

坢１回戦

東 邦(愛 知)

２０４０００３３０|
０００００００２０|２

広 陵(広 島)

坢２回戦

東 邦(愛 知)

０００２０５０００|７
０００１００１００|２

筑 陽 学 園(福 岡)

坢準々決勝

明 石 商(兵 庫)

０００００００２０|２
００００００３１寴|４

東 邦(愛 知)

坢準決勝

東邦が接戦を制した。０―０の七回２死一、二塁か

ら吉納の中越え３ランで先制。八回は１死一塁から杉

浦の捕前バントが一塁悪送球を誘い、さらに二塁手が

二塁へ悪送球し、一塁走者が一気に還って加点した。

先発・石川は５安打で２失点完投。明石商は八回に安

藤の右中間２ランで反撃したが、及ばなかった。

２
回
戦
で
広
陵
を
破
り
、
ス
タ
ン
ド
に

あ
い
さ
つ
に
向
か
う
東
邦
の
選
手
た
ち

‖
平
川
義
之
撮
影

（ から時計回りに）準々決勝の筑陽学

園戦で先発する石川‖玉城達郎撮影▽準

決勝の明石商戦で七回裏２死一、二塁、

３点本塁打を放った吉納‖玉城達郎撮影

▽２回戦の広陵戦、一回表２死一塁、打

者・熊田の時、石川が二盗を決める‖山

田尚弘撮影

東 邦 打安点振球
⑨ 松 井５２１１０
④ 杉 浦４２１１１
①５石 川５００００
⑥ 熊 田５３１１０
⑦ 吉 納５００３０
７ 岡 田０００００
③ 長 屋５２０１０
⑧ 河 合４２０００
② 成 沢３１２０１
⑤ 山 田４１２００
１ 奥 田０００００
犠盗失併残―――――
０２２０８ ７７２
…………………………
筑陽学園打安点振球

⑥ 中 村４００１０
⑤ 福 島３１０１０
③ 弥 富４１０１０
④ 江 原４００１０
⑦ 野 田３０００１
⑨ 福 岡４１０１０
② 進 藤２２２００
⑧ 石 川４００１０
① 西 １００００
１ 菅 井１００１０
１ 西 舘１００１０
犠盗失併残―――――
３０３１６ ５２８１

投 手回 打安振球責
石 川７ ３７１１
奥 田２ ８２１００

西 ３⅔ ５１１２
菅 井１⅔７３３０２
西 舘３⅔ ５３１３

▽三塁打 福岡▽二塁
打 成沢、河合、山田、
松井、福島▽犠打 福
島、進藤２▽盗塁 松
井、熊田▽失策 杉浦、
熊田、中村、進藤２▽
暴投 西舘▽試合時間
１時間 分▽審判

(球審)野口(塁審)永
井、大屋、金岡

準々決勝

準決勝
明石商 打安点振球

⑧ 来 田３００１１
② 水 上４００００
⑤ 重 宮４１０００
⑨ 安 藤４２２１０
③ 岡 田４００１０
④ 清 水２１００２
⑥ 河 野２００００
Ｈ 溝 尾１００１０
⑦ 宮 下３１０００
Ｈ 横 山１００１０
① 中 森２００１１
犠盗失併残―――――
２０２１７ ５２６４
…………………………
東 邦 打安点振球
⑨８松 井３００２１
④ 杉 浦３００２０
① 石 川４００００
⑥ 熊 田３１００１
③ 長 屋３００２０
⑧ 河 合２００１１
Ｒ 仲 間０００００
９ 坂 上０００００
⑦ 吉 納２２３０１
② 成 沢３００２０
⑤ 山 田３１０００
犠盗失併残―――――
１０００３ ４３９４

投 手回 打安振球責
中 森８ ４９４３

石 川９ ５６４２

▽本塁打 吉納１号③
(中森)安藤１号②(石
川)▽二塁打 安藤、
重宮▽犠打 河野、中
森、杉浦▽失策 水上、
清水▽暴投 中森▽試
合時間 １時間 分▽
審判 (球審)戸塚(塁
審)野口、永井、高田

年(平成 年)4月3日(水)　  年(平成 年)4月3日(水)　  


